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市内沿岸とその隣接する23地区で津波避難訓練が行われま

した。参加者は最寄りの避難所や高台までの経路などを再確

認し、津波から身を守る意識を高めました。また、東日本大震

災を受け、参加人員は3,775人で例年の2倍以上となりました。

地震だ、津波だ、すぐ避難！5/28

地域子育て支援センター事業の5歳児交流と園庭遊びが

第3保育所で行われました。小さい子どもたちは、5歳児のお

兄さん・お姉さんと一緒に歌を歌ったり、フープやトンネル

などをし、楽しい時間を過ごしました。

お兄さん・お姉さんとたくさん遊んだよ！6/8

市と七島・下田経済交流会による新島親善訪問が行われま

した。涼しい天候の中、参加者は新島村博物館や羽伏浦海岸
は ぶし うら

などを見学、昼食ではたたき汁やくさやなど新島の名産品を

堪能し、新島の魅力を満喫しました。

約280名が新島訪問6/15
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1～30日 あじさい祭・下田きんめ祭り

1日 消防団水防訓練

4～5日 全日本ライフセービング

種目別選手権大会

4日 ごみひろいしましょ

水産まつり

5日 歯っぴースマイルフェスティバル

下田市グラウンドゴルフ大会

9日 ファーストブック

15日 新島親善訪問

22日～ 6月定例市議会

大賀茂小4・5年生を対象に道路工事現場見学会が行われま

した。子どもたちは、実際の工事現場でコンクリート作りや

建設重機の操作などの体験をし、道路工事の目的やその重要

性を学びました。

道路工事ってなぜやっているの？6/14

市民文化会館駐車場にて、下田幼稚園の家庭教育学級事業

の一環で起震車体験が行われました。親子2組ずつ起震車に

乗り、市内で想定される東海地震の揺れ（震度6）を体験、身

をもってその恐ろしさを学びました。

東海地震の揺れを体験6/3

伊豆漁協下田市魚市場で、水産まつりが開催されました。

下田に水揚げされた新鮮な魚や特産品などの販売、キンメダ

イみそ汁サービスや餅まきなどのイベントも行われ、多くの

観光客で賑わいました。

下田の新鮮な魚や特産品が勢ぞろい6/4

ままちのまちのトトピピッッククススままちのまちのトトピピッッククスス
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＊納期内に納めましょう。

＊納税は便利な口座振替で

＊口座振替は残高確認を！

７月の納税

固定資産税 2期

国民健康保険税 3期

介護保険料（普徴）1期

（納期は８月１日）
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一部免除
全額免除

保険料額 １/４免除１/２免除３/４免除

0円11,270円7,510円3,760円0円

反映しない
※追納によ
り反映

5/6で計算2/3で計算1/2で計算1/3で計算年金額

（扶養親族の
数＋1）×35
万円＋22万
円以下

158万円＋扶
養親族等控
除額＋社会
保険料控除
額等以下

118万円＋扶
養親族等控
除額＋社会
保険料控除
額等以下

78万円＋扶
養親族等控
除額＋社会
保険料控除
額等以下

（扶養親族の
数＋1）×35
万円＋22万
円以下

所得基準

※扶養親族等控除額は、扶養親族等1人につき38万円（老人扶養親族である時
は48万円、特定扶養親族であるときは63万円）を加算した額です。
※社会保険料控除額等は、雑損、医療費、障害者などの住民税や所得税の控除
対象となるものが含まれます。

国民年金保険料免除・猶予の基準


